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居住系施設（サービス付き高齢者向け住宅および住宅型有料老人ホーム）の 

実態調査のお願い 
 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より当協会の活動に対し、格別のご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、次期平成 30 年介護保険制度改正および介護報酬改定に向け、社会保障審議会で議

論されてきたところでございますが、さらに引き続き、いくつかの論点について当協会とし

ての意見の取りまとめを行う必要があります。その中でも、「居住系施設（サービス付き高

齢者向け住宅および住宅型有料老人ホーム）におけるケアマネジメントについて」は特に

課題が指摘されており、議論を深める必要があります。そのためには、まずは実態を把握し

た上で意見の取りまとめを行うことが重要です。 

つきましては、各支部の会員の皆様のご協力を得ながら、居住系施設でのサービスの実態、

ケアマネジメントの実際を調査していただき、現状を把握したいと思いますのでご協力を

お願い申し上げます。 

 調査していただく項目は別紙調査票を使用し、下記の通り行ってください。大変ご多忙の

ところ恐縮ですが、まずは早急に第一報を取りまとめたく、平成 29 年 4 月 7 日(金)までに

可能な件数で結構ですのでメール（ワードデータ）にて報告いただき、まとめの作業を行い

たく存じます。また、本調査はその後も 4 月末まで実施いたします。引き続きご報告くだ

さい。取りまとめました意見は社会保障審議会への参考資料および意見提言に活用いたし

ますので、御協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

 



記 

【調査委方法及び内容】 

・ 本調査は経営実態に踏み込んだ内容も含まれておりますので、なるべく会員の皆様が直

接、協力可能な施設に赴き調査を行っていただき、調査方法は配票せずに聞き取り調査

として行ってください。 

・ 別紙の項目について調査をしていただき、結果を報告書として直接入力して作成してく

ださい。すべての項目について聞き取りが困難な場合には、一部の状況についてでも結

構です。なお、複数の事例についてご報告いただける場合は、本紙を複数枚使用してく

ださい。 

・ 事例については、居住系施設において、①課題と思われる事例、②自立支援が良好に進

められた事例、③看取りを行った事例など様々な視点から実態を把握したいと思います。 

・ 本調査票原本は事業担当の居宅介護支援事業所部会委員及び理事においてのみ閲覧し

ます。外部には調査票のままでは出しません。調査から見えてきた現状を取りまとめた

形で外部に発出します。 

 

以上 
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